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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性を有するハウジングを備えており、前記ハウジングがジャック側コネクタの電磁
シールドされている突き出し部を囲むようにして接続されるプラグ側コネクタであって、
　導電性を有し且つ電磁シールドを形成できるピッチで配してある第１の複数の板ばね片
を有するプラグ側電磁シールド用板ばね部材を、前記第１の複数の板ばね片が前記ハウジ
ングの内側に前記ハウジングの幅方向に並んで配されるように、前記ハウジングに設けて
なり、
　前記ハウジングの先端の内側縁には、凹段部が形成されており、
　前記第１の複数の板ばね片は、第１円弧部と、第２円弧部と、先端部と、を有すること
により、当該先端部が前記ハウジングの前記凹段部を向くように配置してあり、
　前記ジャック側コネクタに接続したときに、前記第１円弧部が前記突き出し部の表面と
弾性的に接触し、前記第２円弧部が前記ジャック側コネクタの前記突き出し部が突き出て
いるパネルの開口の縁と弾性的に接触し、前記先端部が、前記凹段部に係止されている形
状を有するプラグ側コネクタ。
【請求項２】
　導電性を有する電磁シールドカバー部材によって覆われており、パネルの開口から突き
出されている突き出し部を有し、且つ前記突き出し部と嵌合した四角枠状のガスケットを
有し、プラグ側コネクタがその導電性を有するハウジングが前記突き出し部を囲むように
して接続されるジャック側コネクタであって、
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　前記ガスケットは、
　電磁シールドを形成できるピッチで並んでおり、且つ前記パネルの開口の縁に対して弾
性的に接触可能である複数の第１の板ばね片と、
　電磁シールドを形成できるピッチで並んでおり、且つ接続された前記プラグ側コネクタ
の前記ハウジングの先端と弾性的に接触可能である複数の第２の板ばね片を有するジャッ
ク側コネクタ。
【請求項３】
　前記ジャック側コネクタは、絶縁性のブロックを有し、
　前記電磁シールドカバー部材は、前記ブロックを覆うフランジ部を有し、
　前記ガスケットは、前記電磁シールドカバー部材の前記フランジ部と前記ブロックとの
間に挟まれて前記フランジ部の裏面と接触する板ばね片を有する請求項２記載のジャック
側コネクタ。
【請求項４】
　導電性を有する電磁シールドカバー部材によって覆われている突き出し部を有し、プラ
グ側コネクタがその導電性を有するハウジングが前記突き出し部を囲むようにして接続さ
れるジャック側コネクタであって、
　導電性を有し且つ電磁シールドを形成できるピッチで配してある複数の板ばね片を有す
るジャック側電磁シールド用板ばね部材を、前記電磁シールドカバー部材と電気的に接続
させて、且つ前記複数の板ばね片が前記突き出し部の外側に並んで配されるようにして、
前記突き出し部に設けてなり、
　前記電磁シールドカバー部材は、前記複数の板ばね片に対応して突起部および開口を有
し、
　前記板ばね片の先端が前記開口によって形成された凹部に嵌合しており、
　前記突起部の高さは、前記板ばね片の厚さよりも大きく、
　前記プラグ側コネクタが接続されたときに、
　前記複数の板ばね片が、前記ハウジングの内側面と弾性的に接触し、
　前記突起部が、前記ハウジングの内側面と接触するジャック側コネクタ。
【請求項５】
　電磁シールドを形成できるピッチで並んでおり且つ接続された前記プラグ側コネクタの
前記ハウジングの先端と弾性的に接触可能である複数の板ばね片を有するガスケットを更
に有する請求項４に記載のジャック側コネクタ。
【請求項６】
　導電性を有する電磁シールドカバー部材によって覆われており、パネルの開口から突き
出されている突き出し部を有し、プラグ側コネクタがその導電性を有するハウジングが前
記突き出し部を囲むようにして接続されるジャック側コネクタであって、
　導電性を有し且つ電磁シールドを形成できるピッチで配してある複数の板ばね片を有す
るジャック側電磁シールド用板ばね部材を、前記電磁シールドカバー部材と電気的に接続
させて、且つ前記複数の板ばね片が前記突き出し部の外側に並んで配されるようにして、
前記突き出し部に設けてなり、
　前記プラグ側コネクタが接続されたときに、前記複数の板ばね片が、前記ハウジングの
内側面と弾性的に接触し、
　電磁シールドを形成できるピッチで並んでおり且つ前記パネルの開口の縁に対して弾性
的に接触可能である複数の第１の板ばね片と、
　電磁シールドを形成できるピッチで並んでおり且つ接続された前記プラグ側コネクタの
前記ハウジングの先端と弾性的に接触可能である複数の第２の板ばね片を有するガスケッ
トを更に有するジャック側コネクタ。
【請求項７】
　前記ジャック側電磁シールド用板ばね部材は、前記電磁シールドカバー部材と電気的に
接続されるラグ部を有する請求項４乃至６の何れか一項に記載のジャック側コネクタ。
【請求項８】
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　前記電磁シールドカバー部材は、前記複数の板ばね片と干渉しない部位に、前記板ばね
片の厚さより高い寸法突き出た突起部を有する請求項４乃至７の何れか一項に記載のジャ
ック側コネクタ。
【請求項９】
　ジャック側コネクタとこれに接続されるプラグ側コネクタとよりなるコネクタ装置であ
って、
　前記ジャック側コネクタは、電磁シールドされている突き出し部を有する構成であり、
　前記プラグ側コネクタは、請求項１記載の構成であるコネクタ装置。
【請求項１０】
　ジャック側コネクタとこれに接続されるプラグ側コネクタとよりなるコネクタ装置であ
って、
　前記プラグ側コネクタは、導電性を有するハウジングを備えた構成であり、
　前記ジャック側コネクタは、請求項２乃至８の何れか一項に記載の構成であるコネクタ
装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はコネクタに係り、特に、データを高速度で伝送する箇所に使用されるプラグ側
コネクタ及びジャック側コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年のパーソナルコンピュータやそのネットワークの発達に伴い、各システムは特に動
画像の大量のデータを伝送することが求められている。動画像の大量のデータを伝送する
ためには、データを例えば１Ｇｂｉｔ／秒以上の高速度で伝送する必要がある。
【０００３】
　データの伝送速度が１Ｇｂｉｔ／秒以上という高速度になると、信号の波長が短くなっ
て、伝送経路のうち、特にプラグ側コネクタがジャック側コネクタに接続されている箇所
で、電磁波がコネクタの外部に漏れ出し易くなる。このため、電磁的妨害（ＥＭＩ；Elec
tromagnetic Interference）対策を講ずる必要がある。
【０００４】
　また、データの伝送の方式としては、通常の伝送方式に比べてノイズの影響を受けにく
いという利点を有する平衡伝送方式が採用されつつある。平衡伝送方式とは、データごと
に対をなす二本の電線を使用して、伝送すべき＋信号とこの＋信号とは大きさが等しく逆
向きの－信号とを同時に伝送する方式である。
【０００５】
　図１及び図２は、従来のプラグ側コネクタ２０とジャック側コネクタ５０とを対応させ
て示す。Ｘ１－Ｘ２はプラグ側コネクタ２０及びジャック側コネクタ５０の幅方向、Ｚ１
－Ｚ２は高さ方向、Ｙ１はプラグ側コネクタ２０をジャック側コネクタ５０に差し込む方
向、Ｙ１はプラグ側コネクタ２０を引き抜く方向である。この方向は他の図についても同
じである。ここで、プラグ側コネクタ２０は、作業者が手で掴んで接続する側のコネクタ
であり、ジャック側コネクタ５０は、接続される側のコネクタであり、機器に固定してあ
り機器の側面に露出している。プラグ側コネクタ２０とジャック側コネクタ５０とでもっ
て、コネクタ装置１０が構成される。このコネクタ装置１０は、上記の平衡伝送方式が適
用された構造である。
【０００６】
　プラグ側コネクタ２０は、亜鉛ダイキャスト製の上カバー２１と下カバー２２とを組み
合わせてなるハウジング２３の内部に、コンタクト組立体３０が組み込んであり、ケーブ
ル４０の端に設けてある。コンタクト組立体３０は、絶縁体製のブロック３１にコンタク
ト部材３２，３３等が並んで取り付けてある構成である。
【０００７】
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　２５はハウジング２３の先端の枠部である。また、ハウジング２３の左右側にはラッチ
爪２７が設けてある。
【０００８】
　ジャック側コネクタ５０は、絶縁体製のブロック５１にコンタクト部材５２，５３等が
並んで取り付けてあり、ブロック５１の前側に突き出た部分がキャップに似た形状の電磁
シールドカバー部材５６によって覆われており、ブロック５１の前側の部分を囲むように
ガスケット５８が取り付けてあり、且つ、ブロック５１の前側の左右側の箇所にロック金
具５４が突き出ている構成である。電磁シールドカバー部材５６は、カーボンスチールを
プレス成形してキャップ形状としたものであり、上側と下側には凸部５７が電磁シールド
を形成できる所定のピッチで並んでいる。ガスケット５８は、銅合金の金属板をプレス成
形したものであり、複数の板ばね片５９が並んでいる。
【０００９】
　このジャック側コネクタ５０は、ロック金具５４の脚部５４ａをプリント回路基板７０
の穴に嵌合させて半田付けされて、且つ、コンタクト部材５２，５３の端をプリント回路
基板７０上のパッドに半田付けされて、プリント回路基板７０の端に実装してある。
【００１０】
　このプリント回路基板７０は、例えば、サーバ装置８０内に組み込んであり、ジャック
側コネクタ５０の前側の突き出し部５０ａが、金属製のパネル（ＩＯパネル）８１の開口
８２を通ってＹ２方向に突き出てサーバ装置７０の外側に突き出ている。ジャック側コネ
クタ５０の電磁シールドカバー部材５６は、ガスケット５８を介してサーバ装置８０のパ
ネル８１と電気的に接続されており、フレームグランド電位とされている。パネル８１の
開口８２とジャック側コネクタ５０との間の隙間については、複数の板ばね片５９が所定
のピッチで接触していることによって電磁シールドが形成されている。
【００１１】
　プラグ側コネクタ２０は、枠部２５を突き出し部５０ａの外周側に嵌合させることによ
って、コンタクト部材３２，３３等が夫々コンタクト部材５２，５３と接続され、ラッチ
爪２７がロック金具５４に係止されて、ジャック側コネクタ５０と接続される。
【００１２】
　枠部２５は突き出し部５０ａを囲み、プラグ側コネクタ２０のハウジング２３は電磁シ
ールドカバー部材５６と電気的に接続されフレームグランド電位とされる。枠部２５と電
磁シールドカバー部材５６とは、枠部２５の内側面が凸部５７と接触し、接触した箇所が
所定のピッチで並ぶことによって、プラグ側コネクタ２０がジャック側コネクタ５０と接
続された箇所にも電磁シールドが形成される。
【特許文献１】特開２００４－１１１２４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　システムのメンテナンス等の作業中に、ケーブル４０が無用に引っ張られてしまうこと
が起こり得る。この場合に、ラッチ爪２７がロック金具５４に係止されているため、プラ
グ側コネクタ２０がジャック側コネクタ５０から外れてしまうことは起きないけれども、
プラグ側コネクタ２０がＺ１－Ｚ２方向或いはＸ１－Ｘ２方向にこじられることになる。
プラグ側コネクタ２０がこじられると、全部の凸部５７のうちいくつかについては枠部２
５の内側面が離れてしまうことが起きて、凸部５７と枠部２５とが接触してある箇所の間
隔が前記所定のピッチの数倍に拡がって電磁シールドが破れ、電磁ノイズがこの部分から
漏れ出すことが起きてしまう虞れがあった。
【００１４】
　また、接続の確認等のために作業者がジャック側コネクタ５０と接続してあるプラグ側
コネクタ２０をこじる操作を行った場合にも、電磁シールドが破れてノイズが漏れ出す虞
れがあった。
【００１５】



(5) JP 4939257 B2 2012.5.23

10

20

30

40

50

　本発明は、上記の点に鑑みて、電磁シールドの信頼性の向上を図ったコネクタを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　そこで、上記課題を解決するため、本発明は、　導電性を有するハウジングを備えてお
り、前記ハウジングがジャック側コネクタの電磁シールドされている突き出し部を囲むよ
うにして接続されるプラグ側コネクタであって、
　導電性を有し且つ電磁シールドを形成できるピッチで配してある第１の複数の板ばね片
を有する電磁シールド用板ばね部材を、前記第１の複数の板ばね片が前記ハウジングの内
側に前記ハウジングの幅方向に並んで配されるように、前記ハウジングに設けてなり、
　前記ジャック側コネクタに接続されたときに、前記第１の複数の板ばね片が、前記突き
出し部の表面と弾性的に接触する構成とした。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、プラグ側コネクタがジャック側コネクタに接続された状態において、
突き出し部の表面には第１の複数の板ばね片が弾性的に接触しているため、プラグ側コネ
クタをこじった場合でも、突き出し部と第１の複数の板ばね片との接触は維持され、電磁
シールドは破壊されずに維持される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　次に本発明の実施の形態について説明する。
【実施例１】
【００１９】
　図３は本発明の実施例１になるプラグ側コネクタ１００を示す。プラグ側コネクタ１０
０は、大略、図１に示すプラグ側コネクタ２０に、ジャック側電磁シールド用板ばね部材
としての導電性を有する電磁シールド用板ばね部材１０１Ｕ、１０１Ｌが取り付けてある
構成である。このプラグ側コネクタ１００が接続される相手は、図１に示すジャック側コ
ネクタ５０である。プラグ側コネクタ１００及びジャック側コネクタ５０は共に平衡伝送
方式が適用された構造である。
【００２０】
　プラグ側コネクタ１００は大略上下対称な構造であり、上側（Ｚ１側）に配置される構
成部品には添字Ｕを付した符号を付し、下側（Ｚ１側）に配置される構成部品には添字Ｌ
を付した符号を付す。
【００２１】
　図４はプラグ側コネクタ１００の先端部分を拡大して断面して示し、図５はプラグ側コ
ネクタ１００を分解して示す。図６は、上カバー２１を表裏反転した状態で、ばね部材１
０１Ｕが固定してある状態を示す図である。図７はプラグ側コネクタ１００のジャック側
コネクタ５０への接続を説明するための図である。
【００２２】
　プラグ側コネクタ１００は、例えば亜鉛のダイキャスト製の上カバー２１と下カバー２
２とを組み合わせてなり導電性を有するハウジング２３の内部に、コンタクト組立体３０
が組み込んであり、ケーブル４０の端に設けてある。コンタクト組立体３０は、絶縁体製
のブロック３１にコンタクト部材３２，３３等が並んで取り付けてある構成である。ハウ
ジング２３の左右側にはラッチ爪２７が設けてある。ハウジング２３の先端の枠部２５は
、上カバー２１の一部であり、上側の横架部２６Ｕと下側の横架部２６Ｌを有する。
【００２３】
　１０１Ｕは上側の電磁シールド用板ばね部材であり、銅合金の金属板をプレス加工して
製造したものであり、Ｕ字形状のフレーム部１０２Ｕより第１の複数の板ばね片としての
複数の板ばね片１０３Ｕが櫛歯状に所定のピッチｐで並んでいる形状である。ピッチｐは
数ｍｍであり、電磁シールドを形成できる寸法である。この板ばね部材１０１Ｕは、図３
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、図４及び図６に示すように、フレーム部１０２Ｕを、横架部２６Ｕの内側面に形成して
あるスリット２８に嵌合させて、横架部２６Ｕの内側面に固定してある。複数の板ばね片
１０３Ｕは、その自由端がＹ１方向、即ち、ハウジング２３及びプラグ側コネクタ１００
の先端を向いた向きで、ハウジング２３の幅方向（Ｘ１－Ｘ２方向）に並んでいる。
【００２４】
　１０１Ｌは下側の電磁シールド用板ばね部材であり、上記の上側の電磁シールド用板ば
ね部材１０１Ｕと同じく、Ｕ字形状のフレーム部１０２Ｌより第１の複数の板ばね片とし
ての複数の板ばね片１０３Ｌが櫛歯状に所定のピッチｐで並んでいる形状である。この板
ばね部材１０１Ｌは、図４に示すように、枠部２５の下側の桟２６Ｌの内側面に固定して
ある。複数の板ばね片１０３Ｌは、その自由端がＹ１方向、即ち、ハウジング２３の先端
を向いた向きで、ハウジング２３の幅方向（Ｘ１－Ｘ２方向）に並んでいる。
【００２５】
　このプラグ側コネクタ１００は、図７（Ａ）、（Ｂ）に示すように、ジャック側コネク
タ５０と接続される。即ち、コンタクト部材３２，３３等が夫々コンタクト部材５２，５
３と接続され、ラッチ爪２７がロック金具に係止され、枠部２５が突き出し部５０ａを囲
んで、且つ、全部の板ばね片１０３Ｕ、１０３Ｌが夫々撓まされて電磁シールドカバー部
材５６の上面５６ａ及び下面５６ｂに弾性的に接触した状態となる。
【００２６】
　枠部２５と突き出し部５０ａとの間は、板ばね片１０３Ｕ、１０３Ｌが電磁シールドカ
バー部材５６に接触した箇所が前記のピッチｐで並んでいる状態であり、電磁シールドが
形成されている。これによって、プラグ側コネクタ１００がジャック側コネクタ５０に接
続してある箇所からの電磁ノイズの外部への漏れ出し、及び外部の電磁ノイズの上記の箇
所への侵入が防止されている。
【００２７】
　例えば、システムのメンテナンス等の作業中にケーブル４０が無用に引っ張られたりし
てプラグ側コネクタ１００がこじられた場合であっても、板ばね片１０３Ｕ、１０３Ｌが
撓むことによって全部の板ばね片１０３Ｕ、１０３Ｌは電磁シールドカバー部材５６との
接触を維持する。よって、枠部２５と突き出し部５０ａとの間の電磁シールドは破壊され
ず、電磁ノイズの漏れ出し及び侵入は防止される。
【実施例２】
【００２８】
　図８及び図９は本発明の実施例２になるプラグ側コネクタ１００Ａを示す。上記の電磁
シールド用板ばね部材１０１Ｕ、１０１Ｌに代えて、ジャック側電磁シールド用板ばね部
材としての導電性を有する電磁シールド用板ばね部材１０１ＡＵ、１０１ＡＬを有する。
この電磁シールド用板ばね部材１０１ＡＵ、１０１ＡＬは、枠部２５の先端のスリット２
５ｃに差し込こまれて枠部２５の先端を巻く状態で取り付けてある。第１の複数の板ばね
片としての櫛歯状の複数の板ばね片１０３ＡＵ、１０３ＡＬは、その先端がＹ２方向、即
ち、ハウジング２３及びプラグ側コネクタ１００Ａの内部の方向を向いている。
【００２９】
　このプラグ側コネクタ１００Ａは、板ばね片１０３ＡＵ、１０３ＡＬがジャック側コネ
クタ５０の電磁シールドカバー部材の上面及び下面に弾性的に接触した状態で、ジャック
側コネクタ５０と接続される。よって、プラグ側コネクタ１００Ａがこじられた場合でも
、電磁シールドは破壊されず、電磁ノイズの漏れ出し及び侵入は防止される。
【実施例３】
【００３０】
　図１０及び図１１は本発明の実施例３になるプラグ側コネクタ１００Ｂを示す。プラグ
側コネクタ１００Ｂは、上記の電磁シールド用板ばね部材１０１Ｕ、１０１Ｌに代えて、
ジャック側電磁シールド用板ばね部材としての導電性を有する電磁シールド用板ばね部材
１０１ＢＵ、１０１ＢＬが、枠部２５に固定してある構成である。このプラグ側コネクタ
１００Ｂが接続される相手は、図１に示すジャック側コネクタ５０である。
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【００３１】
　板ばね部材１０１ＢＵは、銅合金の金属板をプレス加工して製造したものであり、第１
の複数の板ばね片としての略Ｖ字形状の板ばね片１０４Ｕと第２の複数の板ばね片として
の略Ｊ字形状の板ばね片１０５Ｕとが共にピッチｐで櫛歯状に並んでいる構成である。板
ばね片１０５Ｕは先端に円弧部１０５Ｕａを有する。
【００３２】
　この板ばね部材１０１ＢＵは、上カバー２１のスリット２１ａを貫通して固定してあり
、板ばね片１０４Ｕは枠部２５の上側の桟２６Ｕの内側面に並んでおり、板ばね片１０５
Ｕは枠部２５の上側の桟２６Ｕの外面面に並んでいる。円弧部１０５Ｕａはプラグ側コネ
クタ１００Ｂの先端側に並んでいる。
【００３３】
　別の板ばね部材１０１ＢＬは、上記の板ばね部材１０１ＢＵと同様に、第１の複数の板
ばね片としての略Ｖ字形状の板ばね片１０４Ｌと第２の複数の板ばね片としての略Ｊ字形
状の板ばね片１０５Ｌとが共に櫛歯状に並んでいる構成である。板ばね片１０５Ｌは先端
に円弧部１０５Ｌａを有する。
【００３４】
　この板ばね部材１０１ＢＬは、下カバー２２の前端と枠部２５の後端との間に挟まれて
固定してあり、板ばね片１０４Ｌは枠部２５の下側の桟２６Ｌの内側面に並んでおり、板
ばね片１０５Ｌは枠部２５の下側の桟２６Ｌの外面面に並んでいる。円弧部１０５Ｌａは
プラグ側コネクタ１００Ｂの先端側に並んでいる。
【００３５】
　円弧部１０５Ｕａ及び円弧部１０５Ｌａは、プラグ側コネクタ１００Ｂをジャック側コ
ネクタ５０に接続した状態で、サーバ装置８０のパネル８１に押し当たる位置に位置して
いる。
【００３６】
　上記のプラグ側コネクタ１００Ｂは、図１２（Ａ），（Ｂ）に示すように、ジャック側
コネクタ５０と接続される。即ち、コンタクト部材３２，３３等が夫々コンタクト部材５
２，５３と接続され、ラッチ爪２７がロック金具に係止され、枠部２５が突き出し部５０
ａを囲んで、板ばね片１０４Ｕ、１０４Ｌが夫々撓まされて電磁シールドカバー部材５６
の上面５６ａ及び下面５６ｂに弾性的に当接し、且つ、板ばね片１０５Ｕ、１０５Ｌの先
端の円弧部１０５Ｕａ、１０５Ｌａが夫々パネル８１のうち開口８２の縁に沿う部分に弾
性的に当接した状態となる。
【００３７】
　枠部２５と突き出し部５０ａとの間は、板ばね片１０４Ｕ、１０４Ｌが電磁シールドカ
バー部材５６に接触した箇所が前記のピッチｐで並んでいる構成であって、且つ、プラグ
側コネクタ１００Ｂがこじられた場合にもばね部１０４Ｕ、１０４Ｌと電磁シールドカバ
ー部材５６との接触が維持される構成であり、こじられた場合にも電磁シールドは破壊さ
れず、電磁ノイズが外部に漏れでないように及び外部の電磁ノイズがプラグ側コネクタ１
００Ｂ内に侵入しないように電磁シールドされている。
【００３８】
　また、板ばね片１０５Ｕ、１０５Ｌの先端の円弧部１０５Ｕａ、１０５Ｌａが夫々パネ
ル８１のうち開口８２の縁に沿う部分に接触した箇所が前記のピッチｐで並んでいるため
、開口８２の縁の箇所についても電磁シールドされている。また、プラグ側コネクタ１０
０ＢがＺ１方向或いはＺ２方向にこじられた場合にも上記の接触は維持される。よって、
プラグ側コネクタ１００Ｂがこじられた場合にも、パネル８１の開口８２の縁に沿う部分
の電磁シールドは破壊されずに維持される。
【００３９】
　よって、プラグ側コネクタ１００Ｂとジャック側コネクタ５０との接続箇所では、こじ
られても破壊しない電磁シールドが二重になされており、プラグ側コネクタ１００Ｂは、
実施例１のプラグ側コネクタ１００に比較して高い信頼性を有する。
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【００４０】
　また、板ばね片１０５Ｕ、１０５Ｌは、パネル８１とプラグ側コネクタ１００Ｃのハウ
ジング２３との間を電気的に接続する経路を形成している。よって、パネル８１とプラグ
側コネクタ１００Ｃとの間は、ガスケット５８、電磁シールドカバー部材５６、板ばね片
１０４Ｕ、１０４Ｌを経る経路で電気的に接続されていることに加えて、板ばね片１０５
Ｕ、１０５Ｌを経る別の経路で電気的に接続されている。よって、ハウジング２３はより
高い信頼性でフレームグランド電位とされる。
【００４１】
　なお、上記の板ばね部材１０１ＢＵ，１０１ＢＬを、板ばね片１０４Ｕ、１０４Ｌを無
くした構成とすることも出来る。この場合には、プラグ側コネクタ１００Ｂをジャック側
コネクタ５０と接続された場合に、板ばね片１０５Ｕ、１０５Ｌの先端の円弧部１０５Ｕ
ａ、１０５Ｌａが夫々パネル８１のうち開口８２の縁に沿う部分に弾性的に当接した状態
となる。この場合には、枠部２５を元のサイズにして内面が電磁シールドカバー部材５６
と接触するようにする。
【実施例４】
【００４２】
　図１３及び図１４は本発明の実施例４になるプラグ側コネクタ１００Ｃを示す。プラグ
側コネクタ１００Ｃは、上記の板ばね部材１０１ＢＵ、１０１ＢＬに代えて、プラグ側電
磁シールド用板ばね部材としての導電性を有する電磁シールド用板ばね部材１０１ＣＵ、
１０１ＣＬが、枠部２５Ｃに固定してある構成である。このプラグ側コネクタ１００Ｃが
接続される相手は、図１に示すジャック側コネクタ５０である。
【００４３】
　板ばね部材１０１ＣＵは、第１の複数の板ばね片としての板ばね片１０６Ｕがピッチｐ
で櫛歯状に並んでいる構成である。各板ばね片１０６Ｕの先端には、先端が膨らんだＵ字
形状部１０７Ｕを有する。Ｕ字形状部１０７Ｕは、先端部１０７Ｕａと、Ｚ１側の円弧部
１０７Ｕｂと、Ｚ２側の円弧部１０７Ｕｃとを有する。
【００４４】
　板ばね部材１０１ＣＬは、第１の複数の板ばね片としての板ばね片１０６Ｌがピッチｐ
で櫛歯状に並んでいる構成である。各板ばね片１０６Ｌの先端には、先端が膨らんだＵ字
形状部１０７Ｌを有する。Ｕ字形状部１０７Ｌは、先端部１０７Ｌａと、Ｚ１側の円弧部
１０７Ｕｃと、Ｚ２側の円弧部１０７Ｕｂとを有する。
【００４５】
　枠部２５Ｃは、上記の板ばね部材１０１ＣＵ、１０１ＣＬに対応した形状、即ち、図７
中の突き出ている部分２５ｂが除去されており、且つ、先端の内側縁沿って凹段部２５Ｃ
Ｕａ、２５ＣＬａが形成してある形状としてある。
【００４６】
　板ばね部材１０１ＣＵは、上カバー２１の下面に固定してあり、板ばね片１０６Ｕは枠
部２５Ｃの上側の桟２６ＣＵの下面に並んでおり、Ｕ字形状部１０７Ｕは、その先端部１
０７Ｕａを凹段部２５ＣＵａに係止されており、枠部２５Ｃの先端よりＹ１側に突き出て
いる。
【００４７】
　板ばね部材１０１ＣＬは、下カバー２２の上面に固定してあり、板ばね片１０６Ｕは枠
部２５Ｃの下側の桟２６ＣＬの上面に並んでおり、Ｕ字形状部１０７Ｌは、その先端部１
０７Ｕａを凹段部２５ＣＬａに係止されており、枠部２５Ｃの先端よりＹ１側に突き出て
いる。
【００４８】
　枠部２５Ｃの凹段部２５ＣＵａ、２５ＣＬａを板ばね片１０６Ｕ、１０６Ｌ毎に対応し
て所定のピッチで形成することも出来る。この場合には、板ばね片１０６Ｕ、１０６Ｌの
先端側はＸ方向への変位を制限された状態となる。
【００４９】
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　上記構成のプラグ側コネクタ１００Ｃは、図１５（Ａ），（Ｂ）に示すように、ジャッ
ク側コネクタ５０と接続される。即ち、コンタクト部材３２，３３等が夫々コンタクト部
材５２，５３と接続され、ラッチ爪２７がロック金具に係止され、枠部２５Ｃが突き出し
部５０ａを囲んだ状態となる。
【００５０】
　板ばね部材１０１ＣＵは、Ｕ字形状部１０７Ｕが電磁シールドカバー部材５６の上面５
６ａを滑って、最終的には電磁シールドカバー部材５６の上面５６ａとパネル８１の開口
８２のＺ１側の端面８３Ｕとの間の狭い隙間９０Ｕに入り込んだ状態となる。
【００５１】
　板ばね部材１０１ＣＬは、Ｕ字形状部１０７Ｌが電磁シールドカバー部材５６の下面５
６ｂを滑って、最終的には電磁シールドカバー部材５６の下面５６ｂとパネル８１の開口
８２のＺ２側の端面８３Ｌとの間の狭い隙間９０Ｌに入り込んだ状態となる。
【００５２】
　Ｕ字形状部１０７Ｕ及びＵ字形状部１０７Ｌは共に弾性的に押し潰され、Ｕ字形状部１
０７Ｕについては、その弾性力によって、円弧部１０７Ｕｂが端面８３Ｕに押し当たり、
円弧部１０７Ｕｃが電磁シールドカバー部材５６の上面５６ａに押し当たった状態となり
、Ｕ字形状部１０７Ｌについては、その弾性力によって、円弧部１０７Ｌｂが端面８３Ｌ
に押し当たり、円弧部１０７Ｌｃが電磁シールドカバー部材５６の下面５６ｂに押し当た
った状態となる。
【００５３】
　上記構成のプラグ側コネクタ１００Ｃは、図９に示す前記のプラグ側コネクタ１００Ｂ
が有する、１．こじられた場合にも電磁シールドが破れない、２．電磁シールドが二重に
形成される、３．パネル８１とハウジング２３との間の電気的に接続する経路が二系統形
成される在する、という効果に加えて、以下の効果を有する。
（１）　隙間９０Ｕに入り込んだ状態のＵ字形状部１０７Ｕは、プラグ側コネクタ１００
Ｃの先端の上側縁の位置を拘束し、隙間９０Ｌに入り込んだ状態のＵ字形状部１０７Ｌは
、プラグ側コネクタ１００Ｃの先端の下側縁の位置を拘束する。よって、プラグ側コネク
タ１００Ｃの先端部がＺ方向について安定となる。
（２）　Ｕ字形状部１０７Ｕ、１０７Ｌの先端部１０７Ｕａ、１０７Ｌａは、夫々凹段部
２５ＣＵａ、２５ＣＬａ内に収まっており、外部に露出していない。プラグ側コネクタ１
００Ｃの先端側に露出しているものは、Ｕ字形状部１０７Ｕ、１０７Ｌの円弧部である。
よって、使用者がＵ字形状部１０７Ｕ、１０７Ｌの先端部１０７Ｕａ、１０７Ｌａに指先
等を引っ掛けて怪我をする危険が無く安全であり、また、取り扱い中に、Ｕ字形状部１０
７Ｕ、１０７Ｌが無用に変形してしまう危険もない。
【実施例５】
【００５４】
　図１６は本発明の実施例５になるジャック側コネクタ２００を示す。図１７はジャック
側コネクタ２００の一部を分解して示す。図１８は電磁シールドカバー部材５６Ｄとプラ
グ側電磁シールド用板ばね部材としての電磁シールド用板ばね部材２１０Ｕ，２１０Ｌと
を対応させて背面から見て示す。図１９は、図１８中、長い板ばね片２１２Ｕ、２１２Ｕ
を含む垂直面で断面した断面図、図２０は、図１８中、短い板ばね片２１３Ｕ、２１３Ｕ
を含む垂直面で断面した断面図である。
【００５５】
　ジャック側コネクタ２００は大略上下対称な構造であり、上側（Ｚ１側）に配置される
構成部品には添字Ｕを付した符号を付し、下側（Ｚ２側）に配置される構成部品には添字
Ｌを付した符号を付す。
【００５６】
　ジャック側コネクタ２００に接続される相手は、図１に示すプラグ側コネクタ２０であ
る。図２１はプラグ側コネクタ２０のジャック側コネクタ２００への接続を説明する図で
ある。
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【００５７】
　ジャック側コネクタ２００は、絶縁体製のブロック２０１にコンタクト部材５２，５３
等が並んで取り付けてあり、且つ、ブロック２０１の上面と下面とに導電性を有する電磁
シールド用板ばね部材２１０Ｕ、２１０Ｌが組み付けてあり、ブロック２０１の前側に突
き出た部分２０１ａ及び板ばね部材２１０Ｕ、２１０Ｌがカーボンスチールであってキャ
ップ形状の電磁シールドカバー部材５６Ｄによって覆われており、且つ、この電磁シール
ドカバー部材５６Ｄを囲むようにガスケット５８が取り付けてあり、且つ、ブロック２０
１の前側の左右側の箇所にロック金具５４が突き出ている構成である。
【００５８】
　下側の板ばね部材２１０Ｌは、銅合金製の金属板をプレス加工して製造したものであり
、図１７に示すように、Ｘ方向に長いロッド部２１１Ｌより、櫛歯状に、板ばね片２１２
Ｌ、板ばね片２１３Ｌ、突起部２１４Ｌが所定の配置で突き出ている構成である。板ばね
片２１２Ｌは、電磁シールドを形成できる所定のピッチｐで並んでいる。
【００５９】
　板ばね片２１２Ｌ及び板ばね片２１３Ｌは、ロッド部２１１ＬよりＹ１側に突き出し、
Ｚ１方向に円弧状に湾曲し、ロッド部２１１ＬのＺ１側を通ってＹ２方向に延在している
。板ばね片２１２Ｌは、Ｚ２方向にＵ字形に湾曲した先端部２１２Ｌａを有する。板ばね
片２１３Ｌは、Ｚ２方向に斜めに湾曲した先端部２１３Ｌａをする。突起部２１４Ｌは、
ロッド部２１１ＬよりＹ２側に突き出ている。
【００６０】
　上側の板ばね部材２１０Ｕは、上記の板ばね部材２１０Ｌと対称の形状であり、ロッド
部２１１Ｕと、板ばね片２１２Ｕ、２１３Ｕと、先端部２１２Ｕａ、２１３Ｕａと、突起
部２１４Ｕを有する。
【００６１】
　ブロック２０１には、上側の板ばね部材２１０Ｕが嵌合して収まる溝２０２Ｕと、下側
の板ばね部材２１０Ｌが嵌合して収まる溝２０２Ｌとが形成してある。溝２０２Ｕ、２０
２Ｌは、板ばね片２１２Ｕ、２１２Ｌに対応する溝部２０３Ｕ、２０３Ｌと、板ばね片２
１３Ｕ、２１３Ｌに対応する溝部２０４Ｕ、２０４Ｌとを有する。
【００６２】
　電磁シールドカバー部材５６Ｄは、水平の板部２２０Ｕ、２２０Ｌと、垂直の板部２２
１Ｕ、２２１Ｌとを有する。水平板部２２０Ｕ、２２０Ｌには、前記先端部２１２Ｕａ、
２１２Ｌａに対応する開口２２２Ｕ、２２２Ｌが形成してあり、垂直板部２２１Ｕ、２２
１Ｌには、突起部２１４Ｕ、２１４Ｌに対応する開口２２３Ｕ、２２３Ｌが形成してある
。
【００６３】
　板ばね部材２１０Ｕ、２１０Ｌは、図１９及び図２０に示すように、溝部２０２Ｕ，２
０２Ｌ内に収まって、ブロック２０１と電磁シールドカバー部材５６Ｄとの間に組み込ま
れている。
【００６４】
　突起部２１４Ｕ、２１４Ｕは、図１８に示すように、夫々電磁シールドカバー部材５６
Ｄの開口２２３Ｕ、２２３Ｌに嵌合してある。板ばね片２１３Ｕ、２１３Ｌは、図２０に
示すように、ブロック２０１の溝２０４Ｕ、２０４Ｌの底面に当接しており、先端部２１
３Ｕａ、２１３Ｌａは、電磁シールドカバー部材５６Ｄの水平板部２２０Ｕ、２２０Ｌの
内側面に弾性的に押し当たっている。板ばね片２１２Ｕ、２１２Ｌは、図１９に示すよう
に、溝部２０３Ｕ，２０３Ｌ内の底から離れた位置を延在しており、溝部２０３Ｕ，２０
３Ｌ内に沈む方向に変形可能であり、先端部２１２Ｕａ、２１２Ｌａは開口２２１Ｕ、２
２１Ｌより突き出ている。開口２２１Ｕ、２２１Ｌより突き出ている先端部２１２Ｕａ、
２１２Ｌａはジャック側コネクタ２００の幅方向（Ｘ１－Ｘ２方向）に並んでいる。
【００６５】
　図２１（Ａ）は上記構成のジャック側コネクタ２００とプラグ側コネクタ２０とを対向
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させて示す。
【００６６】
　プラグ側コネクタ２０は、枠部２５を突き出し部２００ａの外周側に嵌合させることに
よって、図２１（Ｂ）に示すように、コンタクト部材３２，３３等が夫々コンタクト部材
５２，５３と接続され、ラッチ爪２７がロック金具５４に係止されて、ジャック側コネク
タ２００と接続される。
【００６７】
　枠部２５が突き出し部２００ａの外周側に嵌合することによって、図２１（Ｂ）に示す
ように、先端部２１２Ｕａ、２１２Ｌａが開口２２１Ｕ、２２１Ｌ内に押し込まれ、板ば
ね片２１２Ｕ、２１２Ｌが弾性的に撓まされ、板ばね片２１２Ｕ、２１２Ｌのばね力によ
って先端部２１２Ｕａ、２１２Ｌａが枠部２５の内周面に押し当たった状態となる。
【００６８】
　先端部２１２Ｕａ、２１２Ｌａと枠部２５の内周面とが弾性的に接触している箇所は所
定のピッチｐで並んでおり、プラグ側コネクタ２０がジャック側コネクタ２００に接続さ
れた箇所には電磁シールドが形成された状態にある。プラグ側コネクタ２０がＺ１方向或
いはＺ２方向にこじられた場合にも先端部２１２Ｕａ、２１２Ｌａと枠部２５の内周面と
の接触は維持され、こじられた場合にも電磁シールドは破壊せず維持される。
【実施例６】
【００６９】
　図２２は本発明の実施例６になるジャック側コネクタ２００Ａを示す。図２３はジャッ
ク側コネクタ２００Ａの一部を分解して示す。
【００７０】
　ジャック側コネクタ２００Ａに接続される相手は、図１に示すプラグ側コネクタ２０で
ある。図２４はジャック側コネクタ２００Ａへのプラグ側コネクタ２０の接続を説明する
ための図である。
【００７１】
　ジャック側コネクタ２００Ａは、図１に示すジャック側コネクタ５０とは、ガスケット
５８Ｅが相違する構成である。図２２、図２３、図２４において、図１に示す構成部分と
同じ構成部分には図１で使用している符号と同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００７２】
　ガスケット５８Ｅは、図１に示すガスケット５８と比較すると、板ばね片３０６，３０
７を有している構成が相違する。
【００７３】
　ガスケット５８Ｅは、銅合金製の金属板をプレス成形したものであり、ジャック側コネ
クタ２００Ａの前側の突き出し部に嵌合可能である四角の枠形状を有し、Ｚ１側の辺部３
０２とＺ１側の辺部３０３とを有し、突き出し部２００Ａａと嵌合して設けてある。辺部
３０２、３０３には、その外側に沿って、複数の板ばね片３０４，３０５が電磁シールド
を形成できる所定のピッチで並んで形成してあり、その内側に沿って、複数の板ばね片３
０６，３０７が電磁シールドを形成できる所定のピッチで並んで形成してある。板ばね片
３０５は、図１中の板ばね片５９に対応し、図２３の一部に拡大して示すように、Ｘ２方
向の先端部３０５ａはＹ２方向に突き出し、Ｘ１方向の先端部３０５ｂはＹ１方向に突き
出した形状を有する。板ばね片３０４は、板ばね片３０５と同じ形状である。
【００７４】
　板ばね片３０７は、図２３の一部に拡大して示すように、辺部３０３から最初にＺ１方
向に、次いで湾曲してＹ１方向に折り返されるように張り出して、略Ｕ字形状を有してい
る。板ばね片３０７は展開すると四角形状である。板ばね片３０６は、板ばね片３０７と
同じ形状である。
【００７５】
　ジャック側コネクタ２００Ａは、図２４（Ａ）に示すように、サーバ装置７０に取り付
けてある。突き出し部２００Ａａはパネル（ＩＯパネル）８１の開口８２を通ってＹ２方
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向に突き出ている。ガスケット５８Ｅは、電磁シールドカバー部材５６のフランジ部５６
ａとパネル（ＩＯパネル）８１との間に挟みこまれており、板ばね片３０６，３０７が、
開口８２内に突き出て、Ｘ１－Ｘ２方向に並んでいる。
【００７６】
　このジャック側コネクタ２００Ａには、図２４（Ｂ）に示すように、プラグ側コネクタ
２０が接続される。ハウジング２３の先端の枠部２５が突き出し部２００Ａａを囲むよう
にして嵌合し、枠部２５の先端が板ばね片３０６，３０７に押し当たり、板ばね片３０６
，３０７が弾性変形されて弾性力によって枠部２５の先端に接触した状態となっており、
枠部２５の先端の外周縁側の箇所は電磁シールドが形成された状態にある。
【００７７】
　プラグ側コネクタ２０がＺ１方向或いはＺ２方向にこじられた場合にも板ばね片３０６
，３０７が枠部２５の先端の動きに追従して変形し、板ばね片３０６，３０７とは接触を
維持し、こじられた場合にも電磁シールドは破壊せず維持される。
【実施例７】
【００７８】
　図２５（Ａ）は本発明の実施例７になるジャック側コネクタ２００Ｂを示す。ジャック
側コネクタ２００Ｂは、図２２に示すジャック側コネクタ２００Ａとは、ガスケットと電
磁シールドカバー部材とが相違する構成である。
【００７９】
　ジャック側コネクタ２００Ｂは、絶縁体製のブロック５１のＹ２側に、最初にガスケッ
ト３５０が嵌合され、次いで、電磁シールドカバー部材５６Ｆが嵌合されて組み立てられ
た構成である。
【００８０】
　ガスケット３５０は、銅合金製であり、図２６に概略的に示すように、辺部３５１、３
５２に沿ってＹ２方向に突き出た板ばね片３５３，３５４とＹ１方向に突き出た板ばね片
３５５，３５６とが並んでいる構成である。板ばね片３５３，３５４は、その先端に、対
向する側にＵ字形状に曲げて形成してあるＵ字形状部３５３ａ，３５４ａを有する。電磁
シールドカバー部材５６Ｆは、そのフランジ部５６Ｆａに、上記の板ばね片３５３，３５
４が貫通する開口（図示せず）を有する。板ばね片３５５，３５６は、電磁シールドカバ
ー部材５６Ｆのフランジ部５６Ｆａとブロック５１との間に挟まっており、フランジ部５
６ＦａのＹ１側の面である裏面に接触している。ジャック側コネクタ２００Ｂがサーバ装
置７０に取り付けられた状態では、図２４（Ａ）に示すように、突き出し部２００Ｂａは
パネル（ＩＯパネル）８１の開口８２を通ってＹ２方向に突き出ている。また、板ばね片
３５３，３５４のＵ字形状部３５３ａ，３５４ａが開口８２内に突き出ており夫々開口８
２の縁である端面８３Ｕ，８３Ｌに弾性的に接触している。
【００８１】
　このジャック側コネクタ２００Ｂには、図２５（Ｂ）に示すように、プラグ側コネクタ
２０がハウジング２３の先端の枠部２５が突き出し部２００Ｂａを囲むようにして嵌合し
接続される。枠部２５の先端は板ばね片３５３，３５４の先端に押し当たり、Ｕ字形状部
３５３ａ，３５４ａがつぶされる方向に弾性変形されてそのときの弾性力によって枠部２
５の先端に接触した状態となっており、枠部２５の先端の外周縁側の箇所は電磁シールド
が形成された状態にある。
【００８２】
　プラグ側コネクタ２０がこじられた場合にも板ばね片３５３，３５４のＵ字形状部３５
３ａ，３５４ａが枠部２５の先端の動きに追従して変形し、板ばね片３５３，３５４とは
接触を維持し、こじられた場合にも電磁シールドは破壊せず維持される。
【実施例８】
【００８３】
　図２７は本発明の実施例８になるジャック側コネクタ２００Ｃを示す。図２８はジャッ
ク側コネクタ２００Ｃを分解して示す。
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【００８４】
　ジャック側コネクタ２００Ｃに接続される相手は、図１に示すプラグ側コネクタ２０で
ある。図３２はジャック側コネクタ２００Ｃへのプラグ側コネクタ２０の接続を説明する
ための図である。
【００８５】
　ジャック側コネクタ３００は、図１に示すジャック側コネクタ５０にプラグ側電磁シー
ルド用板ばね部材としての一対の導電性を有する銅合金の金属板製の電磁シールド用板ば
ね部材３７０U，３７０Ｌが上下に配置された位置関係で取り付けてあり、且つ、図１中
の電磁シールドカバー部材５６に代えて別の電磁シールドカバー部材５６Ｇを備えた構成
である。板ばね部材３７０U，３７０Ｌは、図２７及び図２８に示すように、ジャック側
コネクタの突き出し部の先端の上側及び下側に沿うように取り付けてある。
【００８６】
　図２９（Ａ）に示すように、下側の板ばね部材３７０Ｌは、細長い桟部３７１Ｌよりフ
ック部３７２Ｌ、３７３Ｌ、複数の板ばね片３７４Ｌ、複数のラグ部３７５Ｌが突き出て
且つ曲げられて共にＹ１方向に延在して構成である。フック部３７２Ｌ、３７３Ｌは、桟
部３７１Ｌの両端にあり、板ばね片３７４Ｌ及びラグ部３７５Ｌは、桟部３７１Ｌと直交
するようにしてＺ２側に突き出ている。板ばね片３７４Ｌは電磁シールドを形成できる所
定のピッチで並んでいる。各板ばね片３７４Ｌは、図２９（Ｂ）に示すように、厚さｔ１
０であり、先端の近くになだらかに湾曲した凸部３７４Ｌａを有する。板ばね片３７４Ｌ
の先端部３７４Ｌｂは凸部３７４Ｌａから斜めに延在している。ラグ部３７５Ｌは、隣り
合う板ばね片３７４Ｌの間に位置している。また、桟部３７１ＬはＺ１側の縁に、Ｙ１方
向に曲げられた曲げ部３７６Ｌを有する。
【００８７】
　図２８に示すように、上側の板ばね部材３７０Ｕは、上記の板ばね部材３７０Ｌと同じ
部材であり、板ばね部材３７０Ｌの向きを変えたものである。上側の板ばね部材３７０Ｕ
の各部分には、板ばね部材３７０Ｕの対応する部分を示す符号に対応する符号を付す。
【００８８】
　図３０に示すように、電磁シールドカバー部材５６Ｇは、大略、図１中の電磁シールド
カバー部材５６に、切欠き３８５Ｌ、３８５Ｕと、開口３８６Ｌ、３８６Ｕと、突起部３
８７Ｌ、３８７Ｕが、加えて形成してある構成である。切欠き３８５Ｌ、開口３８６Ｌ、
突起部３８７Ｌは、電磁シールドカバー部材５６Ｇの四角の枠部３８０のうちのＺ２側の
水平板部３８１Ｌに、板ばね部材３７０Ｌに対応して形成してある。切欠き３８５Ｕ、開
口３８６Ｕ、突起部３８７Ｕは、電磁シールドカバー部材５６Ｇの枠部３８０のうちのＺ
２側の水平板部３８１Ｕに、板ばね部材３７０Ｕに対応して形成してある。
【００８９】
　突起部３８７Ｌ、３８７Ｕは、板ばね片３７４Ｌ、３７４Ｕが潰れる方向に過剰に撓ま
ないようにして板ばね片３７４Ｌ、３７４Ｕを保護するためのものであり、電磁シールド
カバー部材５６Ｄの下面及び上面より突き出ている。突起部３８２Ｌは、隣り合う開口３
８１Ｌの間の部位、即ち、板ばね片３７４Ｌと干渉しない部位に位置している。突起部３
８２Ｕは、隣り合う開口３８１Ｕの間に位置している。図３３に示すように突起部３８２
Ｌの電磁シールドカバー部材５６Ｇの下面から突き出した高さ寸法ｈ１０は、板ばね片３
７４Ｌの厚さ寸法ｔ１０よりも大きい。図３３は、図３２（Ａ）中、円４１０で囲んだ部
分の拡大図である。
【００９０】
　図２８に示すように、絶縁体製のブロック５１Ｇは、上記のラグ部３７５Ｌ、３７５Ｕ
に対応して、溝部３９０が形成してある。
【００９１】
　図３１は電磁シールドカバー部材５６Ｇがブロック５１Ｇに取り付けられた組立体４０
０を示す。組立体４００は、切欠き３８５Ｌ、３８５Ｕによって形成された前記ラグ部３
７５Ｌが挿入されるための挿入口４０１Ｌと、開口３８６Ｌ、３８６Ｕによって形成され
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た前記板ばね片３７４Ｌ、３７４Ｕの先端部３７４Ｌｂが嵌合するための凹部４０２Ｌ、
４０２Ｕとを有する。
【００９２】
　図２７に示すように、板ばね部材３７０Ｌは、上記の組立体４００の突き出ている部分
の先端のうちＺ２側の箇所に、フック部３７２Ｌ、３７３Ｌをブロック５１Ｇの一部に係
止されて取り付けてある。ラグ部３７５Ｌは、挿入口３８６Ｌを通して溝部３９０内に挿
入してあり、電磁シールドカバー部材５６Ｇの内側面と接触してあり、板ばね部材３７０
Ｌは電磁シールドカバー部材５６Ｇの電位と同電位とされている。また、図３２（Ａ）に
併せて示すように、板ばね片３７４Ｌの先端部３７４Ｌｂが凹部４０２Ｌに嵌合しており
、例えば取り扱い中に板ばね片３７４Ｌの先端が引っ掛かって浮き上がることが防止され
ている。板ばね片３７４Ｌの先端部３７４Ｌｂは凹部４０２内でＹ１方向へ移動可能であ
り、凸部３７４Ｌａは潰れる方向に弾性変形可能である。板ばね片３７４Ｌの先端部３７
４ＬｂのＸ１－Ｘ２方向への変位は制限されており、板ばね片３７４Ｌが無用に曲がって
しまうことは起きない。
【００９３】
　板ばね部材３７０Ｕは、図２７及び図３２（Ａ）に示すように、上記の組立体４００の
突き出ている部分の先端のうちＺ１側の箇所に、上記の板ばね部材３７０Ｌと同様に取り
付けてある。板ばね部材３７０Ｕは電磁シールドカバー部材５６Ｇと電気的に接続されて
おり、且つ、板ばね片３７４Ｕの先端部は凹部４０２Ｕ内に嵌合している。
【００９４】
　上記構成のジャック側コネクタ２００Ｃは、図３２（Ａ）に示すように、サーバ装置７
０に取り付けてある。プラグ側コネクタ２０は、図３２（Ｂ）に示すように、プラグ側コ
ネクタ２０が接続される。プラグ側コネクタ２０の枠部２５の内側面は板ばね片３７４Ｕ
、３７４Ｌの凸部３７４Ｕａ、３７４Ｌａを平坦となる方向に弾性変形させる。板ばね片
３７４Ｕ、３７４Ｌの凸部３７４Ｕａ、３７４Ｌａは、枠部２５の内側面と弾性的に接触
し、この接触した箇所が所定のピッチで並んでいることによって、プラグ側コネクタ２０
とジャック側コネクタ２００Ｃとの接続箇所は電磁的にシールドされた状態となる。
【００９５】
　プラグ側コネクタ２０がＺ１方向或いはＺ２方向にこじられた場合にも板ばね片３７４
Ｕ、３７４Ｌの凸部３７４Ｕａ、３７４Ｌａが枠部２５の先端の動きに追従して変形し、
枠部２５は凸部３７４Ｕａ、３７４Ｌａとの接触を維持し、こじられた場合にも電磁シー
ルドは破壊せず維持される。
【００９６】
　また、突起部３８２Ｌ、３８２Ｕが存在していることによって、枠部２５の内面が電磁
シールドカバー部材５６Ｄの水平板部３８１Ｌ、３８１Ｕに過度に接近することが制限さ
れ、これにより、板ばね片３７４Ｌ、３７４Ｕが潰れる方向に過剰に撓まないようになっ
て板ばね片３７４Ｌ、３７４Ｕが扁平となる方向に塑性変形することが防止される。
【実施例９】
【００９７】
　図３４は本発明の実施例９になるジャック側コネクタ２００Ｄを示す。ジャック側コネ
クタ２００Ｄは、図２７に示すジャック側コネクタ２００Ｃにおいて、ガスケット５８に
代えて、図２３に示すガスケット５８Ｅを組み付けた構成である。即ち、ジャック側コネ
クタ２００Ｄは、図２７及び図２８に示すプラグ側電磁シールド用板ばね部材としての電
磁シールド用板ばね部材３７０U，３７０Ｌと、図２３に示すガスケット５８Ｅを備えた
構成である。
【００９８】
　図３５（Ａ）、（Ｂ）に示すように、プラグ側コネクタ２０が突き出し部２００Ｄａを
囲むようにしてジャック側コネクタ２００Ｄに接続されると、プラグ側コネクタ２０の枠
部２５には、板ばね片３７４Ｌと板ばね片３０６とが共に弾性的に接触され、電磁シール
ドが二重になされ、且つ、プラグ側コネクタ２０がこじられた場合にも電磁シールドが維
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持される。
【図面の簡単な説明】
【００９９】
【図１】従来のプラグ側コネクタとジャック側コネクタとを対応させて示す斜視図である
。
【図２】従来のプラグ側コネクタとジャック側コネクタとを対応させて示す断面図である
。
【図３】本発明の実施例１になるプラグ側コネクタを示す斜視図である。
【図４】図３のプラグ側コネクタの先端部分の拡大断面図である。
【図５】図３のプラグ側コネクタの分解斜視図である。
【図６】上カバーを反転した状態で、ばね部材が固定してある状態を示す図である。
【図７】（Ａ）は図３のプラグ側コネクタとジャック側コネクタとを対応させて示し、（
Ｂ）は図３のプラグ側コネクタがジャック側コネクタに接続された状態を示す図である。
【図８】本発明の実施例２になるプラグ側コネクタを示す斜視図である。
【図９】図８のプラグ側コネクタの先端部分の拡大断面図である。
【図１０】本発明の実施例３になるプラグ側コネクタを示す斜視図である。
【図１１】図１０のプラグ側コネクタの先端部分の拡大断面図である。
【図１２】（Ａ）は図１０のプラグ側コネクタとジャック側コネクタとを対応させて示し
、（Ｂ）は図１０のプラグ側コネクタがジャック側コネクタに接続された状態を示す図で
ある。
【図１３】本発明の実施例４になるプラグ側コネクタを示す斜視図である。
【図１４】図１３のプラグ側コネクタの先端部分の拡大断面図である。
【図１５】（Ａ）は図１３のプラグ側コネクタとジャック側コネクタとを対応させて示し
、（Ｂ）は図１３のプラグ側コネクタがジャック側コネクタに接続された状態を示す図で
ある。
【図１６】本発明の実施例５になるジャック側コネクタを示す斜視図である。
【図１７】図１６のジャック側コネクタの一部を分解して示す斜視図である。
【図１８】電磁シールドカバー部材とばね部材とを対応させて背面から見て示す斜視図で
ある。
【図１９】図１８中、長いばね部を含む垂直面で断面した断面図である。
【図２０】図１８中、短いばね部を含む垂直面で断面した断面図である。
【図２１】（Ａ）は図１６のジャック側コネクタとプラグ側コネクタとを対応させて示し
、（Ｂ）は図１６のジャック側コネクタにプラグ側コネクタが接続された状態を示す図で
ある。
【図２２】本発明の実施例６になるジャック側コネクタを示す斜視図である。
【図２３】図２２のジャック側コネクタの一部を分解して示す斜視図である。
【図２４】（Ａ）は図２２のジャック側コネクタとプラグ側コネクタとを対応させて示し
、（Ｂ）は図２２のジャック側コネクタにプラグ側コネクタが接続された状態を示す図で
ある。
【図２５】（Ａ）は本発明の実施例７になるジャック側コネクタをプラグ側コネクタと対
応させて示し、（Ｂ）はジャック側コネクタにプラグ側コネクタが接続された状態を示す
図である。
【図２６】ガスケットの一部を示す図である。
【図２７】本発明の実施例８になるジャック側コネクタを示す斜視図である。
【図２８】図２７のジャック側コネクタを分解して示す斜視図である。
【図２９】図２７中のばね部材を示す図である。
【図３０】図２７中の電磁シールドカバー部材を示す図である。
【図３１】電磁シールドカバー部材がブロックに取り付けられた組立体を示す図である。
【図３２】（Ａ）は図２７のジャック側コネクタとプラグ側コネクタとを対応させて示し
、（Ｂ）は図２７のジャック側コネクタにプラグ側コネクタが接続された状態を示す図で
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ある。
【図３３】図３２（Ａ）中、円４１０で囲んだ部分を拡大して示す図である。
【図３４】本発明の実施例９になるジャック側コネクタを示す斜視図である。
【図３５】（Ａ）は図３４のジャック側コネクタとプラグ側コネクタとを対応させて示し
、（Ｂ）は図３４のジャック側コネクタにプラグ側コネクタが接続された状態を示す図で
ある。
【符号の説明】
【０１００】
　１０　コネクタ装置
　２０　プラグ側コネクタ
　２１　上カバー
　２２　下カバー
　２３　ハウジング
　２５，２５Ｃ　枠部
　２５ＣＵａ、２５ＣＬａ　凹段部
　２６Ｕ、２６Ｌ　横架部
　３０　コンタクト組立体
　３２，３３　コンタクト部材
　４０　ケーブル
　５０　ジャック側コネクタ
　５０ａ　突き出し部
　５２、５３　コンタクト部材
　５６、５６Ｄ、５６Ｆ、５６Ｇ　電磁シールドカバー部材
　５８、５８Ｅ　ガスケット
　７０　プリント回路基板
　８０　サーバ装置
　８１　パネル
　８２　開口
　８３Ｕ，８３Ｌ　端面
　９０Ｕ、９０Ｌ　狭い空間
　１００、１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ　プラグ側コネクタ
　１０１Ｕ、１０１Ｌ、１０１ＡＵ、１０１ＡＬ、１０１ＢＵ、１０１ＢＬ　電磁シール
ド用板ばね部材
　１０２Ｕ、１０２Ｌ　フレーム部
　１０３Ｕ、１０３Ｌ　板ばね片
　１０４Ｕ、１０４Ｌ　略Ｖ字形状の板ばね片
　１０５Ｕ、１０５Ｌ　略Ｊ字形状の板ばね片
　１０５Ｕａ、１０５Ｌａ　円弧部
　１０１ＣＵ、１０１ＣＬ　電磁シールド用板ばね部材
　１０６Ｕ、１０６Ｌ　板ばね片
　１０７Ｕ、１０７Ｌ　Ｕ字形状部
　１０７Ｕａ、１０７Ｌａ　先端部
　２００、２００Ａ～２００Ｄ　ジャック側コネクタ
　２０１　絶縁体製のブロック
　２０２Ｕ、２０２Ｌ　溝
　２０３Ｕ、２０３Ｌ、２０４Ｕ、２０４Ｌ　溝部
　２１０Ｕ、２１０Ｌ　電磁シールド用板ばね部材
　２１１Ｕ、２１１Ｌ　ロッド部
　２１２Ｕ、２１２Ｌ　板ばね片
　２１２Ｕａ、２１２Ｌａ　先端部
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　２１３Ｕ、２１３Ｌ　板ばね片
　２１３Ｕａ、２１３Ｌａ　先端部
　２１４Ｕ、２１４Ｌ　突起部
　２２０Ｕ、２２０Ｌ　水平の板部
　２２１Ｕ、２２１Ｌ　垂直の板部
　２２２Ｕ、２２２Ｌ、２２３Ｕ、２２３Ｌ　開口
　３０２，３０３　辺部
　３０４，３０５　板ばね片
　３０６，３０７　板ばね片
　３５０　ガスケット
　３５１、３５２　辺部
　３５３，３５４　板ばね片
　３５３ａ，３５４ａ　Ｕ字形状部
　３５５，３５６　板ばね片
　３７０U，３７０Ｌ　ばね部材
　３７１Ｌ　桟部３７１Ｌ
　３７２Ｌ、３７３Ｌ　フック部
　３７４Ｌ　板ばね片
　３７４Ｌａ　凸部
　３７４Ｌｂ　先端部
　３７５Ｌ　ラグ部
　３７６Ｌ　曲げ部
　３８０　枠部
　３８１Ｕ、３８１Ｌ　水平板部
　３８５Ｕ、３８５Ｌ　切欠き
　３８６Ｕ、３８６Ｌ　開口
　３８７Ｕ、３８７Ｌ　突起部
　３９０　溝部
　４０１Ｕ，４０１Ｌ　挿入口
　４０２Ｕ、４０２Ｌ　凹部
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